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安政５年海防御見分における大庄屋木船家の役割
 
                                                                       上武  恒介

はじめに

本稿では、安政５年（1858）の海防御見分において田辺藩大庄屋木船家が果たした役割を検

討する。近世田辺藩における幕藩領主の巡見を概観すると、将軍の就任時には幕府役人によっ

て諸国巡見が、また平時には定期的に藩役人によって野形見分等が実施されていた。とりわけ

本見分に着目する理由は、上記の見分に比してそれが臨時的かつ突発的な性格を有しており、

大庄屋木船家の役割を検討する好例と考えられるからである。さらに、その役割を検討するこ

とで、衛門の業務遂行を可能にした背景にも迫ることができると考えられる。なお、本稿では

史料の制約上、巡見使到着までを検討の対象とした。

１　木船家と安政５年海防御見分の概要

田辺藩領内の村々は中筋組や志楽組など８組の大庄屋組に編成されており（図）、祖母谷組

溝尻村に居住した木船家はその大庄屋を勤めていた。「大庄屋名前記録」（木船衛門家文書 14-

945）によれば、文化３年（1806）年以降、惣右衛門、藤右衛門、衛助が木船衛門を襲名し、３

代にわたって大庄屋を勤めていたことが分かる。このうち、安政５年海防御見分時に大庄屋を

勤めていたのが同２年に襲名した３代目衛助である。

本見分は、安政４年の条約交渉において幕府が直面した新潟開港問題に対処するため、すな

わち新潟に替わりうる開港場を選定するために実施されたものである。巡見使の構成員は箱館

奉行兼帯外国奉行の堀利煕や目付駒井朝温らを中心とする一行であり（14-211）、翌年 10 月

11 日に江戸を出発した。その行程は、中山道・北国街道を北上して越後国へ、その後木曽路

を経由して越中国以西の北陸諸国を巡見するものであり、一行は 12 月１日早朝に田辺藩領吉

坂村に到着した。

２　巡見使到着までの木船家周辺の動向

木船衛門が巡見使来訪の情報を最初に入手したのは 10 月 18 日であった。当日朝、藩の下役

に呼び出された衛門と志楽組大庄屋の梅垣西浦両人は、巡見使の予定行路や見分に係る業務な

どを聞き受けた。これ以降、衛門は藩役人や村役人との相談内容を「海防御見分記録」（14-219）

に記録している。以下、巡見使到着までの衛門及びその周辺の動向を本史料に拠りつつみてい

きたい。

18 日、衛門は下役に巡見使到着の時期や具体的な順路について尋ねたが、下役は「一向相

分り不申」と何事も普段の御巡見通りであるから心得ておくようにと指示するのみであった。

このため、両人は相談の上東西の大庄屋仲間一同が参会すること、過去の御巡見記録を各々持

参することなどを通達した。20 日に行われた会合では衛門は大庄屋惣代となり、先例を吟味
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した上で順路や休泊場所の詳細を決め、大庄屋のいずれかが若狭、越前へ聞き合わせに参上す

る旨を伺っている。実際、文書群には奉行や代官による野形見分の際の順路写や宿割の覚が一

括関係で保存されており、会合ではこれらの記録を参考にしたのであろう。また、後述するが

他国への聞き合わせに関しては、11 月 23 日以降に衛門自身が越前まで出張している。

27 日には下役から祖母谷組清道村を小休場所とするよう沙汰があり、衛門はその次第を当

村へ伝達した。しかし、実際の村況を把握した上で具体的な小休場所を決定する必要もあり、

11 月９日から 11 日にかけて衛門は濱村・清道村庄屋と共に下見や宿割を行っている。同月に

衛門は祖母谷組や志楽組などの石高、家数、人数などを一覧化した「御巡見御通筋万記」を作

成しており（14-354、357）、村況を把握することで巡見使接待に向け「万端入念相勤」めてい

たと言える。

このように、衛門は大庄屋仲間に参会を呼びかけるなど巡見使接待の準備において中心的役

割を果たしていた。また、藩役人と村役人の中間として調整や伝達を担いつつも、各村役人と

共同して巡見使接待に係る準備を差配し、情報収集に努めていた。

３　木船衛門の越前出張と在村庄屋の大庄屋代行

前述の通り、木船衛門は巡見に係る聞き合わせのため、11 月 23 日から晦日にかけて越前

まで出張した。その留守中は「万端居村藤左衛門へ心得預置」いて溝尻村庄屋の息子に組内

12 ヶ村を任せている（14-359）。したがって、ここではこの間における大庄屋心得藤左衛門の

業務と衛門の他国出張を可能にした背景を考察したい。

衛門が出発した翌日以降、藤左衛門のもとに西浦や泉源寺村御宿懸りから連日急御用が届い

ている（14-306、309 〜 311、315 〜 317、323）。その一例として、25 日には泉源寺村御宿懸

りから極上行灯３つ、上燭台７つ、毛氈 10 枚などを祖母谷組から借用したいと藤左衛門に願っ

ている（14-310）。上記の御用では共通して、巡見使が志楽組内を通過する際の人足の調達、

宿泊の際に利用する備品の供出を祖母谷組に依頼しており、連日の急御用に藤左衛門が対応し

ていたことを窺わせる。

この間に衛門が大庄屋惣代として越前へ出張した理由に、祖母谷組の地理的位置を指摘でき

る。当組は若狭国や丹波国との国境に接しているため、当該期には他所稼とそれに伴う他領と

の山論も増加しており、したがって大庄屋は仲裁を担う中で他領の事情に精通するようになっ

たと考えられる。さらに、嘉永８年（安政２年）には先代木船衛門の次男綾次郎が若狭国高浜

町の安左衛門に養子入りする（18-80）など、若狭国との縁戚関係も有していた。

以上より、衛門が出張した背景を地理的位置と息子による大庄屋代行に見出せる。ただし、

なぜ近世前期から大庄屋を勤め、より若狭国に近接した梅垣家ではなく、安政２年に襲名した

ばかりの衛門が出張したのかは判然としない。少なくとも、両者が巡見使接待において中心的

役割を果たした背景に若狭国との関係性があったことは確かだろう。

おわりに

以上、雑駁ではあるが安政５年海防御見分における大庄屋木船家の役割について考察してき

た。その役割とは、藩役人と村役人の調整を担いつつも庄屋との共同業務によって村々を差配
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することであった。また、本見分においては衛門は大庄屋の中でも中心的存在であり、他国出

張の任務も果たしていたことも明らかとなった。これらの背景には、第一に地理的位置とそれ

に起因する他国との密接な関係性、第二に息子藤左衛門による大庄屋代行があったと言える。

最後に、木船衛門が「海防御見分記録」を記した背景について若干の展望を示したい。巡見

使来訪を聞き受けた当初、衛門は「御巡見之記録吟味之上」大庄屋仲間一同と相談し、伺いを

立てた。安政２年に大庄屋に就任した衛門においては、今回の事態は「一向相分り不申」もの

であり、それゆえ先代の記録が重要な意味を持っていたと考えられる。「海防御見分記録」に

ついても、衛門が息子への行政の継承を目的に作成した可能性を指摘できる。

本稿では十分な検討はできなかったが、大庄屋木船家の行政能力とその継承システムを解明

するためにはこのような記録の分析が必要であると考える。
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図 　大庄屋８組の位置関係と巡見使一行の順路
（まるまる舞鶴 WEB「近世の大庄屋組」をもとに作成）
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